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■□■□■□■□■□■ 4 月例会のご案内 ■□■□■□■□■□■ 

4月例会は下記の要領で開催いたします。 

 

【日時】 2026年 4月 18日（土）午後 2時から 5時 

 

【場所】 京都大学吉田キャンパス総合研究 2号館第一講義室（オンライン：Zoom併用） 

 

【報告】 「課外活動に対する教員の認識に関する比較研究 

―中国と日本の小学校教員へのインタビュー調査をもとに―」 

                        崔   秀妍 会員（京都大学大学院・院生）※オンライン 

 

「ゲーミフィケーションの理論的再検討-教育制度と学習体験設計の観点から-」 

                               鈴木 麻里子 会員（流通経済大学） 

 

【会場案内】〒606-8501 京都市左京区吉田本町（総合研究 2号館は、下図 34の建物です。） 

  

 

上図は、京都大学 HP (http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/map6r_y.htm)より引用しました。 

 

第一講義室 

入口 



【オンライン参加】 本例会では、オンライン会議システム「Zoom」を使用いたします。 

オンライン参加の方は、以下の URLよりご参加ください。 

 

 

 

 

※下記 URLより Zoomの使用方法に関する資料をご参照いただけます。 

 

 

【発表資料】 資料は下記のURLよりダウンロードしてください。資料は当日の報告までにアッ

プロードされます。 

・発表資料 

 

 

■□■□■□■□■□■□ 事務局より ■□■□■□■□■□■□ 

【例会報告のお願い】 

例会報告について、会員の皆さまのご協力をお願いいたします。 

ご希望の方は、例会担当の浅田理事、宮村理事もしくは事務局までご連絡をお願いします。 

 

【2025年度総会について】 

会則第 17条に基づく仮総会となっておりました 2025年度総会につきまして、期日までに会長

宛の異議申し立てが無かったことから議案書の内容が承認となりました。 

 

【2月例会の動画公開について】 

2 月例会の模様を収録した動画を YouTube に公開いたしました。下記の URL より視聴いただ

けます。 

 

 

 

なお、動画の公開は 3 月末までとさせていただきます。4 月以降に動画の視聴を希望される場

合は、事務局までお申し出ください。視聴方法をご連絡いたします。 

報告の概要は会報の末尾にございます。 

 

【会費納入のお願い】 

2026年度学会費の納入をお願いいたします。一般会員は 7,000円、学生会員は 3,500円で

す。 

名誉会員につきましてはご納入の必要はございません。 

会費の納入状況につきましては、遠慮なく事務局までお問い合わせください。 

 

郵便振替口座番号: ０１０００－８－３４２２７    加入者名: 関西教育行政学会 

 

他の金融機関から当学会郵便振替口座へお振込みをしていただく際は、以下の振込用の店名・

預金種目・口座番号・受取人名をご指定ください。 

  

 

 

 

 

 



 

  銀行名  ゆうちょ銀行 

金融機関コード  ９９００ 

店番  １０９ 

店名（カナ）  一〇九店 （イチゼロキュウ店） 

預金種目  当座 

口座番号  ００３４２２７ 

カナ氏名 

（受取人名） 

 カンサイキョウイクギヨウセイガツカイ 

 （全て大文字） 

 

【事務局からのお願い】 

所属、住所、メールアドレス等が変更になりましたら、お手数ですが事務局までご一報ください。 

 

【事務局の連絡先】 

住所：〒606-8501  

京都市左京区吉田本町 

京都大学大学院教育学研究科 

教育行政学研究室気付 

Mail：kansaisea@gmail.com 

  



【例会報告概要】 

 

2 月例会 2月 21日（京都光華女子大学光耀館 2階 273教室、Zoom併用） 

【司会】浅田昇平（四天王寺大学） 

【報告】石田 聖貴 会員（京都大学教育学部研究生） 

多様な進路に応える系統的なキャリア形成支援の在り方 

−地域との協働を通じた持続的展開の視点から− 

本研究は、多様な進路が想定される高等学校を対象に、学校内外の取組を包摂する概念とし

てキャリア形成支援を設定し、その制度的・組織的構造を明らかにすることを目的とする。キ

ャリア教育を学校内の学内システムとして位置づけ、探究活動や進路指導との関係性に着目し、

進路多様校における学校内部の実態を分析した。その結果、キャリア教育や探究活動は個別に

は実施されているものの、学校全体として統合的に構成されておらず、学内システムのみでは

生徒のキャリア形成を継続的に支えることが困難であることが明らかになった。そこで学校外

との関係に視野を広げ、地域連携の実態を検討したところ、連携の目的や地域側アクター間で

「地域」の捉え方が異なり、学校との関係構築の射程や期待される役割認識にずれが生じてい

ることが確認された。さらに、こうした差異は、既存の協働体制の枠組みでは十分に調整・接

続されておらず、学校と地域の取組が並立的に運用される要因となっていることが示唆された。

そこで本研究では、複数主体の協働を捉える理論的枠組みを援用し、学校と地域の計画を接続・

調整する新たな枠組みとして、コンソーシアム型接続の可能性を提示する。本研究は、進路多

様校におけるキャリア形成支援を、個別実践の集積ではなく、異なる地域理解を前提とした制

度設計の課題として捉え直す点に意義がある。 

【報告】水森 ゆりか（京都女子大学非常勤） 

学校外教育施設の質保証に関する予備的研究 

―英国における代替教育施設をめぐる近年の動向― 

近年、義務教育段階における不登校児童生徒が急増していること等に伴い、学校外における

学びの場を確保し、その質を保障していくことが求められるようになってきている。本発表で

は、英国（イングランド）における、メインストリームの学校で学ぶことが困難な子どもたち

のための代替教育施設（alternative provision, AP）に着目し、APの概要及びその質保証をめ

ぐる近年の動向の概要を報告した。近年における教育ニーズの多様化に伴って、民営の AP も

急増してきた。これらの AP は、非常に幅広い教育プログラムを提供しており、生徒たちの多

様なニーズに応えることが可能な一方で、その一部は監督体制が不十分であり、必要な改善の

勧告がなされないこと等が近年問題視されている。これに関して、自治体による監督体制の現

状を確認し、国による未登録 AP に関する任意の全国基準創設の動向とその基準の内容を概観

した。 

英国における未登録 AP に関する任意の全国基準は、非常に様々な教育施設があり、その目

的や個々の生徒の目標も異なる中で、すべての教育施設が共通に備えておく必要性がある条件

とは何なのかを考える際に参考になり得ることを指摘した。また、行政による学校外の教育施

設に関する情報提供機能も示唆に富むことを指摘した。 


